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明
治
二
四
年
の
皇
室
会
計
法
制
定

｜
｜
「
御
料
部
会
計
ノ
部
」

は
じ
め
に

明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
、
近
代
日
本
初
の
皇
室
財
産
に
関
す
る

会
計
法
規
で
あ
る
帝
室
会
計
法
が
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
同
法
は
早

く
も
翌
二
二
年
よ
り
改
正
準
備
が
進
め
ら
れ
、
二
四
年
三
月
二
四
日

に
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
皇
室
会
計
法
規
と
し
て
皇
室
会
計
法

が
制
定
さ
れ
る
。

こ
の
二
四
年
皇
室
会
計
法
に
関
し
て
は
、
島
善
高
氏
や
川
田
敬
一

氏
に
よ
り
そ
の
制
定
過
程
が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
内
容
に

（

2
）
 

関
し
て
も
深
い
考
察
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
研
究

に
お
い
て
も
、
旧
法
で
あ
る
帝
室
会
計
法
の
「
何
が
」
問
題
で
あ
っ

た
の
か
は
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
川
田
氏
は
、
帝
室
会
計

法
に
は
「
二
十
二
年
に
不
備
な
点
が
発
見
さ
れ
た
の
で
」
と
説
明
し
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
不
備
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
皇
室

の
全
章
修
正
｜
｜

池

田

さ

な

え

の
基
本
費
額
に
限
度
が
な
い
こ
と
、
専
任
常
設
の
監
査
機
関
の
不
在

を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
四
年
皇
室
会
計
法
制
定
に
際
し
て

施
さ
れ
た
修
正
は
、
右
の
点
に
関
す
る
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た。
特
に
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
御
料
部
会
計
に
関
す
る
章
で
あ

る
。
御
料
部
と
は
、
皇
室
の
所
有
地
で
あ
る
御
料
地
の
経
済
に
関
す

る
会
計
部
局
で
あ
る
。
二
四
年
皇
室
会
計
法
に
お
い
て
、
旧
法
か
ら

の
最
大
の
変
更
点
は
ま
さ
に
こ
の
「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
で
あ
っ
た
。

制
定
の
最
終
段
階
に
与
っ
た
皇
室
経
済
会
議
で
は
、
議
決
さ
れ
た
草

案
の
上
部
に
、
各
項
目
が
原
案
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
修
正
が
な
さ

れ
た
の
か
に
つ
い
て
説
明
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
御
料
部

会
計
を
規
定
し
た
第
二
章
の
冒
頭
に
は
、
「
第
二
章
御
料
部
会
計
ノ

部
ハ
過
般
経
済
会
議
議
定
ノ
趣
意
ニ
基
キ
全
章
ヲ
修
正
ス
」
と
示
さ

れ
て
い
る
。
「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
は
実
に
全
章
が
改
め
ら
れ
た
の
で



二
四
年
皇
室
会
計
法
制
定
過
程
に
お
け
る
中
心
的
議
題
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

川
田
氏
は
、
こ
の
「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
の
全
章
修
正
に
つ
い
て
、

大
量
の
御
料
地
編
入
・
世
伝
御
料
勅
定
が
帝
室
会
計
法
制
定
後
に
行

わ
れ
た
た
め
と
し
て
い
る
が
、
大
面
積
の
御
料
地
編
入
方
針
は
す
で

に
明
治
一
八
年
の
御
料
局
設
置
段
階
か
ら
目
的
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
り
、
会
計
法
も
そ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
て
編
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
「
不
備
」
が
認
識
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
編

入
後
の
運
営
の
な
か
に
お
い
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
川
田
氏
の
右

の
評
価
は
、
条
文
と
実
際
の
二
四
年
皇
室
会
計
法
制
定
過
程
の
議
論

の
な
か
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
四
年
皇
室
会
計
法
制
定
過
程
の
な
か
で
も

特
に
「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
が
全
章
修
正
に
至
る
過
程
に
着
目
し
、

そ
の
修
正
の
趣
旨
を
把
握
し
、
帝
室
会
計
法
の
抱
え
て
い
た
主
要
な

問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
、
二
四
年
皇

室
会
計
法
制
定
過
程
の
議
論
を
検
討
し
、
草
案
・
成
案
の
条
文
と
相

互
に
関
連
づ
け
な
が
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。

「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
の
変
遷
を
追
っ
て
い
く
こ
と
は
、
明
治
立
憲

制
創
設
期
の
日
本
の
制
度
設
計
者
た
ち
が
、
御
料
地
の
あ
り
方
を
い

か
に
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

近
代
日
本
に
お
け
る
皇
室
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ

る。 あ
り
、

な
お
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
は
基
本
的
に
新
漢
字
を
用
い
、
句

読
点
の
な
い
翻
刻
史
料
・
原
史
料
に
は
句
読
点
を
適
宜
補
い
、
筆
者

註
に
は
〔
〕
を
用
い
た
。
ま
た
、
書
簡
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
筆

者
が
引
用
史
料
の
年
次
を
推
定
し
た
場
合
に
は
年
・
月
に
（
）
を

付
し
た
。

帝
室
会
計
法
の
修
正

明
治
二
年
創
設
の
宮
内
省
は
太
政
官
の
一
機
関
で
あ
り
、
制
度
的

に
は
政
府
に
従
属
し
て
い
た
。
皇
室
財
政
も
大
蔵
省
の
管
理
下
に
置

か
れ
、
皇
室
と
政
府
は
財
政
制
度
上
も
一
体
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
宮
府
関
係
は
、
一
七
年

1
二
三
年
に
か
け
て
相
次
ぐ

皇
室
財
産
設
定
、
一
八
年
二
一
月
の
内
閣
制
度
成
立
に
よ
っ
て
新
た

な
段
階
を
迎
え
る
。
皇
室
財
産
の
設
定
は
、
そ
も
そ
も
皇
室
財
政
の

国
家
か
ら
の
分
離
を
目
的
と
し
て
い
た
。
皇
室
財
産
が
国
家
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
る
制
度
の
も
と
で
は
皇
室
の
活
動
の
増
加
に
対
応
で
き

な
い
こ
と
や
、
議
会
が
聞
か
れ
る
と
政
党
が
皇
室
財
政
に
干
渉
す
る

と
い
う
事
態
が
生
じ
う
る
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

問
題
意
識
か
ら
、
国
家
と
は
分
離
さ
れ
た
皇
室
独
自
の
財
源
を
確
立

す
べ
き
だ
と
す
る
「
皇
室
財
産
設
定
論
」
が
政
府
内
で
次
々
と
提
起

さ
れ
は
じ
め
た
。

こ
う
し
た
議
論
が
実
を
結
び
、
一
八
年
五
月
に
は
国
庫
か
ら
日
本

銀
行
株
二
五

O
万
円
分
、
横
浜
正
金
銀
行
株
一

O
O万
円
分
が
無
償
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で
皇
室
財
産
に
移
管
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
八
年
二
一
月
に
は
御
料
局

が
設
置
さ
れ
、
大
面
積
の
官
林
・
官
有
山
林
原
野
・
官
有
鉱
山
を
編

入
・
管
理
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
同
年
同
月
に
は
内
閣
制
度
が

成
立
し
、
政
府
と
皇
室
・
宮
中
の
制
度
全
般
に
お
け
る
分
離
が
制
度

化
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
会
計
制
度
に
お
い
て
も
、
一
九
年
三
月

の
「
歳
入
歳
出
出
納
規
則
」
で
皇
室
・
宮
中
と
政
府
の
区
別
が
明
文

化
さ
れ
た
。

国
家
か
ら
分
離
し
た
独
自
の
皇
室
財
産
が
設
定
さ
れ
、
宮
内
省
が

自
律
的
に
皇
室
会
計
を
担
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
皇
室

独
自
の
会
計
法
規
を
設
け
る
必
要
が
生
じ
た
。
二

O
年
五
月
に
は
宮

内
大
臣
伊
藤
博
文
の
命
で
帝
室
会
計
法
の
調
査
が
進
め
ら
れ
、
そ
の

翌
年
三
月
九
日
に
帝
室
会
計
法
が
制
定
さ
れ
る
。

こ
の
帝
室
会
計
法
は
早
く
も
一
一
一
一
年
一

O
月
に
は
改
正
に
向
け
た

審
議
が
始
め
ら
れ
る
。
同
日
、
同
法
の
修
正
が
経
費
定
額
取
調
委
員

の
審
議
に
付
さ
れ
た
。
同
委
員
に
て
修
正
を
経
た
草
案
は
、
二
一
月

に
皇
室
会
計
法
案
と
し
て
上
呈
さ
れ
、
臨
時
帝
室
制
度
取
調
局
に
諮

詞
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
局
で
は
種
々
意
見
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が

ま
と
ま
ら
ず
、
当
初
期
し
て
い
た
二
三
年
の
施
行
が
難
し
く
な
り
審

議
が
中
止
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
経
費
定
額
取
調
委
員
に
お
い

て
修
正
作
業
は
続
け
ら
れ
、
二
三
年
一

O
月
九
日
、
宮
内
大
臣
土
方

久
元
に
修
正
案
が
上
呈
さ
れ
る
。

こ
の
修
正
案
は
、
同
月
一
八
日
に
土
方
宮
相
か
ら
皇
室
経
済
参
与

三
条
実
美
に
皇
室
会
計
法
草
案
と
し
て
送
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
時
土
方
は
、
同
時
に
修
正
案
審
議
の
た
め
の
会
議
開
催
に

つ
い
て
三
条
に
持
ち
掛
け
て
い
る
。

こ
こ
で
土
方
が
言
う
会
議
と
は
、
皇
室
経
済
会
議
を
指
す
。
皇
室

経
済
会
議
と
は
、
二
二
年
八
月
三
日
制
定
の
皇
室
経
済
会
議
規
程
に

よ
れ
ば
、
「
皇
室
財
政
ヲ
維
持
ス
ル
為
メ
経
済
ノ
基
礎
方
針
規
矩
利

害
等
緊
要
ノ
事
件
ヲ
商
議
ス
ル
」
機
関
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
「
特

ニ
選
定
セ
ラ
レ
タ
ル
経
済
協
議
員
並
宮
内
大
臣
宮
内
次
官
内
蔵
頭
御

料
局
長
官
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
特
ニ
選
定
セ
ラ
レ
タ
ル
経
済
協
議

員
」
と
い
う
の
は
、
二
二
年
三
月
一
一
日
に
「
皇
室
財
政
に
関
す
る

諸
般
の
商
議
に
参
与
せ
し
む
」
旨
の
御
沙
汰
を
賜
っ
た
三
条
実
美
・

伊
藤
博
文
・
松
方
正
義
を
指
す
。
こ
の
御
沙
汰
に
あ
る
「
参
与
」
と

い
う
文
言
を
と
っ
て
「
皇
室
経
済
参
与
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
土
方
が
三
条
に
皇
室
会
計
法
草
案
を
送
付
し
、
皇
室
経
済
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
の
は
、
三
条
が
経
済
協
議
員
の
資

格
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

皇
室
経
済
会
議
は
勅
命
・
宮
内
大
臣
の
要
求
・
協
議
員
の
建
議
に

よ
っ
て
開
催
で
き
、
将
来
の
利
害
・
方
針
を
定
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
宮
内
大
臣
が
奏
請
し
、
裁
可
の
う
え
「
将
来
の
財
務
執
行
上
の
標

準
と
為
す
」
も
の
で
あ
っ
た
。
規
定
で
は
、
同
会
議
に
諮
る
べ
き
事

項
と
し
て
「
皇
室
会
計
法
及
ヒ
御
料
部
会
計
規
則
御
資
部
会
計
規
則

ヲ
定
メ
又
ハ
之
ヲ
改
正
ス
ル
事
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
川
田
氏
や
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島
氏
は
、
土
方
宮
相
が
皇
室
経
済
会
議
に
皇
室
会
計
法
草
案
の
継
続

審
議
を
委
ね
た
の
は
、
二
三
年
一

O
月
二

O
日
に
帝
室
制
度
取
調
局

が
廃
止
と
な
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

皇
室
経
済
会
議
に
は
も
と
よ
り
皇
室
会
計
法
審
議
の
機
能
が
付
与
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
法
草
案
審
議
の
最
終
段
階
と
し
て
か
、
あ

る
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
過
程
の
一
つ
と
し
て
付
託
さ
れ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
の
変
遷

と
こ
ろ
で
、
帝
室
会
計
法
、
経
費
定
額
取
調
委
員
上
呈
案
、
そ
し

て
そ
れ
を
修
正
し
た
皇
室
経
済
会
議
で
の
議
決
草
案
（
こ
れ
は
全
文

が
明
治
二
四
年
三
月
制
定
の
皇
室
会
計
法
に
採
用
さ
れ
る
）
で
は
、
ど
こ

が
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
川
田
氏
は
、
皇
室
会
計

法
の
帝
室
会
計
法
か
ら
の
変
更
点
を
八
点
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
具
一

体
的
に
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
の
か
が
十
分
に
説
明
さ
れ

て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

そ
こ
で
、
本
章
で
は
①
帝
室
会
計
法
、
②
経
費
定
額
取
調
委
員
上

呈
案
、
③
皇
室
経
済
会
議
議
決
草
案
H
二
四
年
皇
室
会
計
法
の
三
つ

に
つ
い
て
、
「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
に
関
す
る
条
項
の
変
化
を
明
ら
か

に
し
、
二
四
年
皇
室
会
計
法
制
定
過
程
に
お
い
て
「
御
料
部
会
計
ノ

部
」
の
何
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
か
を
熔
り
出
す
。

①
②
③
の
条
文
は
、
表
l
に
対
比
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

①
↓
②
↓
③
へ
と
修
正
が
進
む
過
程
で
の
主
な
変
更
点
は
、
以
下

の
五
点
に
ま
と
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ω帝
室
会
計
法
で
は
、
会
計
活
動
に
よ
る
章
立
て
で
あ
っ
た
が
、

経
費
定
額
取
調
委
員
上
呈
案
以
降
は
会
計
部
局
に
よ
る
章
立
て

を
採
用
し
て
い
る
。

ω②
御
資
部
よ
り
の
移
入
金
条
項
を
新
た
に
設
け
限
定
的
と
す

る
。
↓
③
御
資
部
よ
り
の
移
入
金
条
項
が
原
則
認
め
ら
れ
な
く

な
り
、
御
料
部
の
財
本
と
し
て
「
動
産
」
を
明
記
し
て
い
な
い
。

ω②
↓
③
御
資
部
よ
り
の
繰
替
借
に
関
す
る
規
定
が
よ
り
限
定
的

に
な
る
。

凶
③
か
ら
は
基
金
会
計
の
創
設
に
伴
う
条
項
が
増
え
て
い
る
（
一

四
、
一
五
、
二
ハ
、
一
七
、
二
O
）。

同
①
↓
②
・
③
大
蔵
省
・
銀
行
へ
の
預
金
が
可
能
に
な
っ
て
い

る。
こ
れ
を
見
る
と
、
「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
修
正
の
骨
子
は
、
内
容
的

に
連
関
の
深
い

ωi同
の
四
点
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
凶
と

ω

は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
、

ωと
同
は
「
動
産
管
理
」
と
い

う
点
に
お
い
て
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
二
四
年
皇
室
会
計
法
制
定
過
程
に
お
け
る

「
御
料
部
会
計
ノ
部
」
の
問
題
点
を
考
え
る
う
え
で
は
、
「
御
資
部
よ

り
の
移
入
金
・
繰
替
借
」
「
基
金
会
計
」
「
動
産
管
理
」
と
い
っ
た
諸

問
題
が
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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表

「御料部会計ノ部」条文対照表

動産 却売
種換地変

土 土
言i区三十'< 基金 料御 財本 章立地 地

保有
手lj

産
て

譲与 物購件
用 分

部i

除却 入 の

性格

土て謀乙ヲご議雪産ニ）面以テ地辺耳再史乙
動産お御料地

第第第第第
五四三二一
章章章章章

よの

不動経fぴf収全御入資

雑則決算納出予算総則

一ル不動産金

需主怯切／及及御事 』こ御都資

経費ヲ不動産ヨリ 随す附のょり

支弁ニ附移ノ
る移

拐産J入金
シ随入
加殖ノ金 三ご H

観Jヲ 二不

控1可能J需科に

第 こが土 二財 ル第ル第 第第第第
ーで地
、一一一；本言qミ"-十

ル財

」不動産種二御料」不動産一種御料

四一一

種御料
こ二きの

諸J[Ji'..キノ 章章章章

る告
ヲ入ヲ管1舟

常聖用御堂資料御ま給則lま

作業Z言Aミ「
「E型財本の 財の本

（ー属す 可ft じ
歳歳ヲ
出入主

五る （ トトト 戸、 H II 
）土

」ス御料全シ其ン地 四

常用ぷ計Z三ズ、
Q伝「世御科 「1伝御料士

物件
） （財

一本

lま ご体ニ作及 呈
正

草案
当

雑部~ ミ 係業 幸福 編

事な由
Jレヨ 入入

可こ
諸経生リ セシ

能と サタ

換置基金 あ第

二）立て九る直議科部射はち制料御の4しこ

二で土
雑銭部財本
わ用事業 移金出収財本 ノ土第土第 第第第第

れ二 ）き地 な 用ニト入

物件」（森林地原種二御料森林地種一御料

四三二一
では
可能ば稜御料

るの シカ殖日スヲノ 章章章章

（るき幾分を
経、性質 主其純主ス歳。以テ経j斉

言慧
済に 一基 のる 。入歳ヲ

一芥里野の阪の一野
一六株券
代売却金土属する

の応 七金 補運 ヲ作業ヲ入主 ）財」財

便じ ~~ 三 足にびよ用金 以以トト 本本
本て 宜て 言↑ テニアンン II II 

公 に購入 』こ雪 使用す拡・ 歳属歳御料其財本

事詩係ノ「世科 「話t料!!I: 債書証 基金は物件地 加えし 経 張歳 入ス出ょの
常ぷ:6.、
の入 卜ルヲニ

II 
るた

付貸り事業を
るとに
」ス収入支弁係ル事業及

童計法会
には 。土

計 （き先立

大蔵省言券正結士三事由
代Z¢, 地 五ー歳やつ 三ハシ経費

ルニニ

可も興す 作 直其残余 ヨ 聖主他縮 緬は附
業バZ乙、三ミ

）入歳 坦ニヲリ 入入

歳出に物件属
出出 支以生 セシ

（と
計 相償仮の

出ハテス サタ
）が ーが ニ基歳ル Jレ jレ
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財査言Z十ミ
仮出歳入 歳

歳
歳入 金大蔵省

金
予備金
御部地資、 御部資台、

出 入 円
の の の の

仮納
次 歳

借入
年 出 銀 ら ら

繰度入
の 行 の の

歳出 係関
〆＼

貸出 繰替借 移入金の
の 預

取扱をり現納金出
可能

き歳

頭内蔵が
不可

いな入を
（ 

中首量管

（も
わは 一ーてコ

専任し
ムノ、

な内 七て
） 

い（三蔵寮が
）直ち

て

）一専任 歳出
イうT 

し
四 あ

部局各は

て
） 

） 
る

と

現金
lま
で

繰り末毎年度内 可能 可能 本に御料の種第ー 可能 不可 予算外
0返可能 寸ヨ「第

にか ）戻 ヲリ歳二
越す尾に 加えか l主 」得移入凧主種財

（二7結巳。実際
る歳 。コ J大。 七
（る歳出を入に二第

九 支出 年度
（ス出本

－七基d相償に
二累に

七）一支弁す立て、種御料
）円ハ加

）言額をj・納出し
あ
て
渉 ヲサえ

この る る 以ルる

もた るれ収
と 其子年度（二

つも 。をも入
ての 残余 は F、 iJ{ 足不ーハ

順次をも
っす で 在
はてベ き ヲア

年後度てつ
御料財部御料体金二穣て第

な 補弁ハL、

スJレ術部資I 
に年度

（ 

越尾年古書毎
可 可能 可能 不

生避
今δ再年基金 乙議ろ量毛面時

す三七語に。

自E 可 じく

九
たベ
）渉Lる経上消

五
支出か

にぎら この

四 ある がと便宜
員一

ム，、 てる予算
ノ、関

でに
御部資サセ1レr、σ〉

なきよっった 二不
ても ）二足を いて ョ土
順の 。は

2次後ぞをも 補つ 期年返可能。

繰にり年度末
外予算 戻は戻返

可能次は
ニノ
移購

※※ 
2 1 

括
弧
内
の
数
字
は
各
法
・
草
案
の
条
数
に
対
応
し
て
い
る
。

①
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
皇
室
財
政
沿
革
記
』
第
八
巻
、
請
求
記
号
一
六
九
、
②
は
「
一
一
一
条
家
文
書
」
三
九
｜
三
六
｜
そ

『
伊
藤
博
文
文
書
第
八
六
巻
秘
書
類
纂
帝
室
＝
一
』
一
四
一
一
一
1
二
ハ
一
頁
、
③
は
『
伊
藤
博
文
文
書
第
八
六
巻
秘
書

類
纂
帝
室
三
」
一
一
一
ニ
1
一
四
一
頁
、
「
経
済
会
議
録
」
（
明
治
二
四
年
）
よ
り
作
成
。
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川
田
氏
は
、
大
き
な
修
正
点
の
一
つ
で
あ
る
「
基
金
会
計
」
の
設

置
に
つ
い
て
、
「
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
も
し
く
は
急

な
事
情
の
支
出
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
－
評
価
し
て
い

る
。
確
か
に
帝
室
会
計
法
に
は
基
金
会
計
に
類
す
る
規
定
は
な
く
、

「
特
別
も
し
く
は
急
な
事
情
の
支
出
」
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
法
文
に
規
定
が
な
い
こ
と
は
、
実

際
に
「
特
別
も
し
く
は
急
な
事
情
の
支
出
」
に
対
処
す
る
方
法
が
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
帝
室
会
計
法
の
実
際
の
運
用
過
程

ゃ
、
修
正
過
程
の
議
論
を
も
っ
と
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ、っ。ま
た
、
同
氏
が
二
点
目
の
修
正
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
御
料
の

事
業
に
関
係
の
な
い
土
地
・
物
件
な
ど
を
購
入
す
る
た
め
の
金
銭

は
、
御
資
部
よ
り
御
料
部
財
本
に
移
す
。
御
料
の
事
業
の
た
め
に
購

入
し
た
土
地
・
物
件
な
ど
は
、
直
ち
に
御
料
部
財
本
に
加
え
、
そ
の

（お）

代
金
は
歳
出
に
立
て
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
「
御
料
部
会
計
の
事

業
的
性
格
を
、
制
度
上
明
ら
か
に
し
た
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘

自
体
は
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
同
氏
は
「
御
料
部
の
事
業
的
性
格
」
の

方
に
着
目
す
る
あ
ま
り
、
「
御
資
部
よ
り
移
入
」
と
い
う
部
分
の
も
つ

重
要
性
を
看
過
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
本
章
で
倍
り
出
さ
れ
た
「
御
資
部
よ
り
の
移

入
金
・
繰
替
借
」
「
基
金
会
計
」
「
動
産
管
理
」
と
い
う
三
つ
の
問
題

に
焦
点
を
絞
り
、
二
四
年
皇
室
会
計
法
制
定
過
程
の
議
論
や
、
帝
室

会
計
法
時
代
の
御
料
部
会
計
の
実
際
の
運
用
例
を
検
討
す
る
。

52 

皇
室
経
済
会
議
に
お
け
る
皇
室
会
計
法
審
議

本
章
で
は
、
経
費
定
額
取
調
委
員
上
呈
草
案
審
議
の
た
め
の
皇
室

経
済
会
議
の
う
ち
、
明
治
二
三
年
一
一
月
一
一
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
会

議
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
稿
の
関
心
で
あ
る
「
御

料
部
会
計
ノ
部
」
の
全
章
修
正
に
至
る
重
要
な
論
議
が
、
こ
の
日
の

会
議
で
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
日
の
出
席
者
は
、
経
済

協
議
員
の
三
条
、
伊
藤
、
土
方
宮
相
、
宮
内
次
官
吉
井
友
実
、
内
蔵

頭
杉
孫
七
郎
、
内
事
課
長
股
野
琢
、
調
査
課
長
山
崎
義
胤
、
内
蔵
助

（お）

飯
田
巽
、
御
料
局
、
王
事
佐
々
木
陽
太
郎
と
い
う
面
々
で
あ
っ
た
。
こ

の
日
、
伊
藤
は
大
要
に
つ
い
て
質
問
し
た
あ
と
、
特
に
御
料
部
会
計

の
現
状
に
対
し
て
「
論
難
」
を
浴
び
せ
た
。
当
日
、
御
料
局
長
品
川

弥
二
郎
に
代
わ
っ
て
会
議
に
出
席
し
て
い
た
佐
々
木
陽
太
郎
が
翌
日

品
川
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
論
難
」
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

近
来
御
資
部
よ
り
毎
年
三
十
万
円
之
金
額
を
御
料
局
之
要
否
如

何
を
不
問
御
料
部
へ
移
入
す
る
事
に
相
成
居
候
得
共
、
此
方
法

甚
た
不
可
な
り
、
抑
も
御
料
局
は
御
料
地
に
関
す
る
造
林
、
採

鉱
、
農
産
其
他
之
実
業
に
従
事
し
、
若
し
く
は
其
実
業
を
管
理

す
へ
き
事
業
局
と
す
る
を
以
て
本
旨
と
す
へ
し
、
故
に
皇
室
会

計
法
を
改
定
す
る
以
上
は
、
該
局
は
他
之
寮
局
と
同
し
く
毎
年



度
之
初
程
に
於
て
其
年
度
に
要
す
る
事
業
事
務
の
経
費
予
算
を

調
理
し
、
之
を
経
済
会
議
に
付
し
同
会
に
於
て
其
得
失
を
審
議

し
、
果
し
て
其
事
業
事
務
を
必
要
と
認
め
た
る
と
き
は
其
予
算

を
可
決
す
る
事
に
す
る
を
宜
し
と
す
、
然
る
に
現
時
之
処
は
前

陳
之
知
く
其
経
費
之
要
否
知
何
に
不
拘
年
々
三
拾
万
円
を
御
資

部
よ
り
移
入
し
、
其
残
額
は
御
料
局
に
て
銀
行
に
預
け
入
、
又

は
鉄
道
株
券
を
買
入
る
、
等
、
均
し
く
動
産
之
御
財
産
を
御
料

部
、
湘
資
部
両
方
に
於
て
管
理
す
る
か
如
き
は
如
何
に
も
不
都

合
な
り

こ
の
よ
う
に
、
伊
藤
は
御
料
局
を
「
御
料
地
に
関
す
る
造
林
、
採

鉱
、
農
産
其
他
之
実
業
に
従
事
し
、
若
し
く
は
其
実
業
を
管
理
す
へ

き
事
業
局
と
す
る
を
以
て
本
旨
」
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
状
で
は
用
途
に
関
わ
ら
ず
「
年
々
三
拾
万
円
を
御
資
部
よ
り
移

入
」
し
、
残
額
が
出
れ
ば
株
券
等
に
変
換
し
て
、
御
料
部
が
動
産
を

管
理
し
て
い
る
。
伊
藤
は
こ
う
し
た
点
を
問
題
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
藤
の
問
題
意
識
に
は
、
前
章
で
み
た
「
御
料

部
会
計
ノ
部
」
に
関
す
る
修
正
の
眼
目
と
な
っ
て
い
た
論
点
の
う
ち

の
二
つ
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

帝
室
会
計
法
の
も
と
で
は
、
皇
室
財
産
に
関
す
る
会
計
主
管
者
は

二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
同
法
で
は
、
御
料
地
に
関
す
る
会
計
部
局

で
あ
る
御
料
産
部
、
動
産
会
計
を
扱
う
御
資
部
、
国
庫
よ
り
移
入
さ

れ
る
毎
年
の
皇
室
費
を
扱
う
常
用
部
、
そ
の
他
の
収
支
に
関
す
る
雑

部
の
四
つ
の
会
計
部
局
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
不
動
産
会
計
が
中
心

と
・
な
る
御
料
産
部
会
計
は
御
料
局
長
が
、
も
っ
ぱ
ら
動
産
の
出
納
を

行
う
御
資
部
・
常
用
部
・
雑
部
会
計
は
内
蔵
頭
（
内
蔵
寮
の
長
官
）
が

主
管
者
で
あ
る
。
し
か
し
伊
藤
の
「
論
難
」
に
も
あ
る
通
り
、
実
際

に
は
御
料
産
部
も
株
券
等
の
動
産
を
扱
っ
て
い
た
。

ま
た
、
帝
室
会
計
法
第
二
条
で
は
、
「
御
料
地
ノ
収
入
金
及
御
資
部

剖
叶
パ
樹
川
到
ヲ
以
テ
諸
料
地
（
即
不
動
産
及
刑
制
圃
組
制
斗
附
醐
パ

到
劃
）
経
済
ニ
属
ス
ル
一
切
ノ
経
費
ヲ
支
弁
シ
加
殖
ヲ
謀
ル
ヲ
御
料

産
部
ト
ス
〔
傍
線
部
筆
者
〕
」
と
定
め
ら
れ
、
第
一
四
条
で
は
「
御
料

産
部
経
営
資
ハ
毎
年
其
員
額
ヲ
議
定
シ
御
批
ヲ
仰
テ
御
資
部
ヨ
リ

（初）

移
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

帝
室
会
計
法
に
次
い
で
一
一
一
年
五
月
に
制
定
さ
れ
た
施
行
細
則
で

あ
る
御
料
部
会
計
規
則
で
は
、
御
料
部
収
入
の
う
ち
御
資
部
よ
り
の

移
入
金
額
は
、
宮
内
大
臣
に
お
い
て
「
毎
六
ヶ
年
分
ノ
額
ヲ
定
メ
之

ヲ
六
ヶ
年
ニ
区
分
シ
御
批
ヲ
仰
テ
御
料
局
長
官
へ
令
達
シ
毎
年
度

ノ
員
額
ハ
当
該
年
度
四
月
ニ
現
金
ノ
全
額
ヲ
一
時
ニ
移
入
」
（
第
三

条
）
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
年
分
の
移
入
金
額
は
、
二
三
年

度
に
は
三

O
万
円
で
あ
っ
た
。

伊
藤
が
言
う
「
其
経
費
之
要
否
如
何
に
不
拘
年
々
三
拾
万
円
を
御

資
部
よ
り
移
入
」
と
は
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
伊
藤
は
、

こ
の
条
項
が
あ
る
た
め
に
御
料
部
で
は
毎
年
剰
余
金
が
生
じ
、
か
つ

御
料
部
の
動
産
管
理
が
制
度
的
に
保
証
さ
れ
て
い
た
た
め
に
毎
年
の
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表 2 明治23年度御料局決算表

①歳入の部

収入額（円） 総る収割入合額（%に）占め

本局収入 46.325.253 6.3 

御資部より移入金 342.959.575 46.7 

土地収入 13,736.596 1.9 

山林収入 236,313.669 32.2 

鉱山収入 92.658.784 12.6 

土地建物払下げ収入 1.780.9:Jl 0.2 

過年度収入 9.635 。。
総計 733,784.413 

「明治二十三年度 御科部総出納決算書」（宮内庁
書陵部所蔵「会計予算決算録二J帝室林野局，明
治23年。 5753-2）より作成
総収入額に占める割合は，小数第二位を端数処理
している．
過誤収入分支出額は差しヲ｜いていない

※l 

※2 

※3 

支出額（円） 総る支割合出額（に%）占め

本局費 27,778.785 5.0 

土地費 16,131.234 2.9 

山林費 201,244.578 36.9 

鉱山興業費 173,105.627 31.7 

株券購入費 15.400.0:JO 2.8 

株券払込費 66,187.000 11.9 

御料地増設費 54,999.244 9.9 

総言｜ 554.846.468 

②歳出の部

剰
余
金
で
株
券
等
を
買
い
入
れ
て
い
る
と
し
て
批
判
し
て
い
た
の
で

あ
る
。し
か
し
、
伊
藤
の
言
う
よ
う
に
御
料
部
会
計
は
実
際
に
余
剰
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
客
観
的
に
確
か
め
る
た
め
に
、

二
三
年
に
お
け
る
御
料
部
の
会
計
決
算
書
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る

（表

2
1①
②
）
。

表

2
1②
を
見
る
と
、
確
か
に
御
料
局
で
は
一
万
五

0
0
0円
程

度
を
株
券
購
入
に
、
六
万
円
強
を
株
券
の
払
込
み
に
あ
て
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
目
を
引
く
の
が
、
御
料
部
収
入
の
ほ
ぼ
半
分

を
占
め
る
御
資
部
か
ら
の
移
入
金

で
あ
る
。

御
料
地
事
業
で
得
ら
れ
た
収
入

は
す
べ
て
御
料
地
経
営
費
に
充
当

す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
両
表

を
対
照
す
る
と
同
年
の
御
料
局
の

経
営
状
態
が
わ
か
る
。
同
年
の
御

料
局
収
支
は
全
体
で
は
一
七
万
円

余
り
の
黒
字
で
は
あ
る
が
、
御
資

部
よ
り
の
移
入
金
が
三
四
万
円
余

と
総
収
入
額
の
半
分
近
く
を
占
め

て
い
る
。
つ
ま
り
、
純
粋
な
御
料

地
事
業
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
だ
け

で
は
支
出
を
賄
い
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
経
営
状
態
を
招
い
た
最
大
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
表
ー
を
見
る
と
、
鉱
山
収
入
は
全
体
の
一
三
%
弱
に

と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
支
出
は
全
体
の
二
二
%
強
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
鉱
山
会
計
は
独
立
会
計
で
は
な
い
が
、
鉱
山
事
業
単

独
の
経
営
状
態
を
考
え
る
た
め
に
仮
に
鉱
山
収
入
に
鉱
山
興
業
費
を

対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
約
八
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
う
。
山
林

事
業
は
支
出
も
多
い
が
収
入
も
御
資
部
か
ら
の
移
入
金
に
次
い
で
多

く
、
全
体
と
し
て
か
ろ
う
じ
て
黒
字
を
保
っ
て
い
る
。
本
局
収
入
に

「明治二十三年度御科部総出納決算書」（宮内庁
書陵部所蔵「会音｜予算決算録二j帝室林野局，明
治23年.5753-2）より作成
総支出績に占める割合は，小数第二位を端数処理
している
過誤支出分返納額は差しヲ｜いていない
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対
す
る
本
局
費
も
黒
字
で
あ
る
が
、
土
地
収
入
に
対
す
る
土
地
費
、

土
地
建
物
払
下
げ
代
に
対
す
る
新
設
御
料
地
費
は
合
わ
せ
て
五
万
円

強
の
赤
字
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
御
料
地
収
入
だ
け
で
は
二
三
年
の
御
料
局
経
営

は
赤
字
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
大
き
な
原
因
は
鉱
山
興
業
費
・
土
地

費
・
御
料
地
増
設
費
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

土
地
購
入
費
は
、
御
料
地
事
業
創
業
期
ゆ
え
に
新
設
御
料
地
や
官

舎
な
ど
御
料
地
関
係
施
設
の
た
め
の
土
地
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
土
地
費
や
鉱
山
興
業
費
が
際
立
っ
て
多
く
な

る
の
は
、
当
時
の
御
料
局
長
品
川
弥
二
郎
の
も
と
で
推
し
進
め
ら
れ

た
御
料
地
事
業
に
特
有
の
事
情
が
あ
っ
た
。

品
川
御
料
局
長
の
時
代
に
は
、
御
料
局
で
は
福
島
県
の
岩
瀬
御
料

地
に
お
い
て
畑
地
の
直
営
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

直
営
に
よ
る
畑
地
開
墾
の
成
績
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
二

三
年
七
月
に
岩
瀬
御
料
地
に
お
け
る
直
営
農
業
は
廃
止
さ
れ
、
同
御

料
地
は
福
島
県
に
よ
り
委
託
経
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
土
地
費
の

赤
字
は
、
こ
の
農
業
直
営
方
式
の
失
敗
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

鉱
山
に
関
し
て
は
、
品
川
は
よ
り
顕
著
に
拡
張
・
改
良
工
事
を
進

め
た
。
当
時
御
料
局
が
保
有
し
て
い
た
鉱
山
は
佐
渡
・
生
野
の
両
鉱

山
で
あ
り
、
経
済
協
議
員
の
伊
藤
や
宮
内
省
内
の
皇
室
経
済
会
議
メ

ン
バ
ー
も
こ
れ
以
上
の
拡
大
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
品

川
は
紙
幣
製
造
に
用
い
る
硫
酸
を
製
造
し
て
い
た
大
蔵
省
印
刷
局
抄

紙
部
製
薬
課
所
管
の
王
子
製
造
所
、
お
よ
び
鉛
鉱
山
で
あ
る
細
倉
鉱

山
の
移
管
を
求
め
て
奔
走
し
て
い
た
。

次
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
品
川
の
も
と
で
の
新
規
事
業
・
事
業
拡

張
の
財
源
が
い
か
に
捻
出
さ
れ
た
か
に
焦
点
を
絞
り
検
討
し
た
い
。

四

御
料
地
事
業
拡
張
の
財
源

前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
御
料
部
の
財
源
は
「
御
料
地
ノ
収
入

金
及
御
資
部
ヨ
リ
ノ
移
入
金
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
御
資
部
よ
り
の

移
入
金
は
年
三

O
万
円
の
定
額
と
定
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
表
ー
を
見
る
と
三
四
万
円
が
移
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
御
料
部
会
計
を
さ
ら
に
見
て
み
る
と
、
「
臨
時
事
業
拡
張

新
規
起
業
若
ク
ハ
特
別
ニ
地
所
其
他
買
入
等
ノ
事
ア
リ
テ
要
ス
ル
所

ノ
賃
金
ハ
時
ニ
臨
ミ
宮
内
大
臣
其
員
額
ヲ
定
メ
御
批
ヲ
仰
キ
テ
御
資

（お）

部
ヨ
リ
移
入
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
、
三

O
万
円
の
定
額
移
入
金

と
は
別
に
規
定
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
御
料
部
会
計
規
則
で
は
、
帝
室
会
計
法
で
単
に
「
御
料
産

部
元
資
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
区
分
が
明
記
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

御
料
部
は
皇
室
財
産
と
確
定
し
た
公
債
証
書
株
券
等
の
貯
蓄
元
資
、

御
料
局
の
通
常
経
費
に
供
す
べ
き
資
金
で
御
資
部
よ
り
通
常
移
入
す

る
と
こ
ろ
の
金
員
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
金
で
あ
る
通
常
元
資
、
そ

し
て
御
料
局
の
臨
時
経
費
に
供
す
る
資
金
で
御
資
部
よ
り
臨
時
に
移

入
す
る
金
員
で
あ
る
臨
時
元
資
の
三
種
類
の
区
分
が
な
さ
れ
た
。
こ
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の
よ
う
に
、
御
資
部
か
ら
は
通
常
元
資
、
す
な
わ
ち
三

O
万
円
の
定

額
移
入
金
の
ほ
か
に
、
臨
時
の
移
入
金
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
品
川
は
こ
れ
ら
の
規
定
を
活
用
し
て
、
主
に
鉱
山
に

お
け
る
「
臨
時
事
業
拡
張
新
規
起
業
」
や
新
設
御
料
地
創
設
の
た
め

の
「
特
別
ニ
地
所
其
他
買
入
」
費
用
と
し
て
、
御
資
部
よ
り
臨
時
の

移
入
金
を
要
求
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
一
一
一
一
一
年
二
月
一
九
日
に
、
品
川
は
内
蔵
頭
杉
孫
七
郎
に
宛
て

た
書
簡
の
な
か
で
、
御
資
部
よ
り
の
定
額
移
入
金
に
つ
き
、
「
三
十
万

円
御
定
メ
ノ
寸
は
勿
論
当
分
御
内
定
ノ
寸
と
昨
年
末
相
心
得
居
申

（
品
川
町
自
称
）

候
。
増
減
と
も
ニ
や
じ
ニ
於
テ
異
存
ヲ
申
ス
寸
ハ
で
き
ず
一
文
も
遺

る
金
ハ
当
年
ナ
シ
ト
被
存
候
て
も
一
言
争
フ
寸
ハ
御
料
局
長
ハ
で
き

ぬ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
お
り
、
三

O
万
円
で
も
な
お
不
足
を
感
じ
て
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
品
川
は
「
コ
ノ
金
銭
面
で
見
る
ト
何
カ
額
外
之
金
ヲ
御
料
局

長
ガ
不
絶
申
出
後
患
ヲ
予
防
之
様
ニ
邪
推
セ
ラ
れ
申
候
。
実
事
万
々

一
ア
リ
シ
寸
ア
ラ
パ
一
々
御
示
し
ヲ
奉
願
候
。
万
々
一
不
都
合
ノ
支

出
等
有
之
シ
廉
ハ
ト
ノ
様
ニ
も
繰
リ
戻
シ
仕
置
度
候
」
と
も
述
べ
て

も
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
品
川
が
要
求
し
た
移
入
金
は
三

O
万
円
に

と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
翌
月
と
翌
々
月
に
御
料
局
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

O
万

円
の
御
資
部
繰
替
貸
を
請
求
し
て
い
る
。
内
蔵
助
飯
田
巽
の
四
月
の

菓
議
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

右
者
二
十
三
年
度
御
料
産
部
へ
移
入
金
参
拾
万
円
ト
定
メ
ラ
レ

御
達
高
之
内
ヘ
、
本
行
金
額
〔
一

O
万
円
〕
支
出
ス
ベ
キ
処
、
御

資
部
予
算
御
裁
可
未
済
ニ
有
之
、
然
ル
ニ
宥
室
会
計
法
第
十
六

条
之
制
限
モ
有
之
候
得
共
、
御
料
産
部
支
出
之
都
合
ニ
テ
請
求

ニ
付
、
御
資
部
有
合
金
ノ
内
ヲ
以
テ
繰
替
支
出
シ
、
追
テ
予
算

御
裁
可
之
上
、
御
資
部
相
当
科
目
へ
更
生
可
取
計
様
致
度
、
此

段
特
ニ
菓
議
候
也
、

こ
の
請
求
の
時
点
で
は
、
御
資
部
予
算
が
未
済
で
あ
っ
た
の
み
な

ら
ず
、
帝
室
会
計
法
第
一
六
条
で
は
「
御
料
産
部
御
資
部
へ
対
シ
テ

ハ
繰
替
貸
ヲ
為
ス
寸
ヲ
得
ル
モ
繰
替
借
ヲ
為
ス
寸
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト

ス
」
と
、
御
料
部
が
御
資
部
よ
り
繰
替
借
を
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

右
の
菓
議
で
は
「
御
料
産
部
支
出
之
都
合
ニ
テ
請
求
」
と
あ
る
か
ら
、

品
川
が
異
例
を
承
知
で
内
蔵
寮
に
請
求
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
料

局
は
事
業
の
都
合
上
、
御
資
部
繰
替
借
と
い
う
形
で
臨
時
に
資
金
を

調
達
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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皇
室
経
済
会
議
の
審
議
結
果

伊
藤
が
批
判
し
た
御
資
部
よ
り
の
定
額
移
入
金
条
項
や
御
料
局
の

動
産
管
理
に
関
す
る
規
定
は
、
す
で
に
経
費
定
額
取
調
委
員
の
修
正

案
段
階
で
は
大
幅
に
限
定
さ
れ
た
形
で
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

（表
l
参
照
）
。
同
草
案
で
は
、
御
資
部
よ
り
の
移
入
金
は
第
十
七
条



後
段
で
「
歳
入
歳
出
相
償
ハ
ザ
ル
年
度
」
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
程

度
で
あ
る
よ
う
に
、
用
途
の
如
何
を
問
わ
ず
定
額
を
移
入
す
る
と
い

う
内
容
は
変
更
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
宮
内
省
に
お
い
て
も
、
御
資

部
よ
り
の
移
入
金
に
頼
る
御
料
局
の
体
質
を
改
め
る
必
要
性
が
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
伊
藤
の
意
見
は
皇
室
経
済
会
議
の
構
成
員
に
十
分

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
藤
の
提
起
に
対
し
、
経
済
協

議
員
の
三
条
お
よ
び
内
蔵
寮
か
ら
出
席
し
て
い
た
飯
田
内
蔵
助
は
賛

（叫）

成
を
示
し
て
い
た
。
も
う
一
人
の
経
済
協
議
員
で
あ
る
松
方
は
こ
の

日
の
会
議
に
は
欠
席
し
て
い
た
が
、
土
方
宮
相
に
よ
れ
ば
「
先
刻
伊

藤
伯
之
御
料
部
、
御
資
部
会
計
に
対
す
る
意
見
は
、
本
と
松
方
大
臣

之
主
論
に
付
、
同
大
臣
に
於
て
は
異
論
無
之
筈
」
と
見
な
さ
れ
て
い

た
。
杉
内
蔵
頭
は
御
料
局
創
設
の
際
、
「
長
藩
撫
育
金
之
方
法
云
々
」

す
な
わ
ち
長
州
藩
撫
育
方
が
採
用
さ
れ
た
事
情
と
の
兼
ね
合
い
を
ど

う
す
る
か
に
つ
い
て
質
問
し
て
お
り
、
伊
藤
の
批
判
に
若
干
の
疑
念

を
抱
い
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
伊
藤
は
そ
れ
に
対
し

「
御
料
局
創
設
の
際
此
論
あ
り
た
り
、
然
れ
共
彼
法
た
る
封
建
の
昔

時
に
在
て
は
明
法
な
る
へ
き
も
、
斯
は
専
制
藩
府
之
英
主
か
特
独
に

設
定
し
た
る
も
の
に
し
て
、
百
余
年
後
之
今
日
殊
に
形
勢
之
大
に
異

な
り
た
る
今
日
に
応
用
す
へ
き
方
法
に
非
す
」
と
反
論
し
て
お
り
、

杉
は
そ
れ
以
上
の
質
問
は
し
て
い
な
い
。

出
席
者
で
態
度
を
表
明
し
な
か
っ
た
の
は
、
品
川
の
代
理
で
出
席

し
て
い
た
御
料
局
主
事
の
佐
々
木
陽
太
郎
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
品
川
の
態
度
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
伊
藤
の
意
見
が
通

り
、
御
資
部
か
ら
の
移
入
金
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
御
資
部

よ
り
の
移
入
金
で
辛
く
も
維
持
し
て
い
た
御
料
局
財
政
が
赤
字
と
な

る
の
は
必
歪
で
あ
っ
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
成
績
不
良
の
畑
作
直
営
が

中
止
と
な
っ
た
よ
う
に
、
鉱
山
事
業
も
立
場
が
危
う
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
伊
藤
の
提
議
に
対
し
品
川
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
示

し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
彼
が
鉱
山
規
模
の
拡
張
や
事
業
の
資
金
繰

り
に
奔
走
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
御
資
部
よ
り
の
移
入
金
条

項
の
廃
止
は
そ
れ
ま
で
の
努
力
を
水
抱
に
帰
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ

り
、
望
ま
し
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
経
済
会
議
通
過
後
の
皇
室
会
計
法
草
案
に
は
伊
藤
の
主
張

が
か
な
り
反
映
さ
れ
た
も
の
の
、
品
川
に
も
あ
る
程
度
妥
協
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
御
資
部
よ
り
の
定
額
移
入
金
条
項
は
さ
ら
に
限
定
的
に
な

り
、
「
御
料
ノ
事
業
ニ
関
セ
ザ
ル
土
地
及
ピ
附
属
物
件
ノ
購
入
ニ
要

ス
ル
金
員
」
の
移
入
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
赤
字
を
出
し

た
年
度
で
も
、
御
料
地
事
業
に
無
関
係
な
土
地
物
件
の
購
入
以
外
は

御
資
部
よ
り
金
員
を
移
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
歳
入
出
が
相
償
わ
な
か
っ
た
場
合
や
、
歳
入
に
先

立
つ
支
出
が
必
要
な
場
合
な
ど
に
備
え
、
特
に
「
基
金
」
と
い
う
形

で
動
産
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
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基
金
と
は
、
「
事
業
ニ
要
ス
ル
運
用
金
」
「
歳
入
ニ
先
チ
歳
出
ノ
仮
用
」

「
事
業
ヲ
興
シ
又
拡
張
ス
ル
ト
キ
若
ク
ハ
歳
入
出
相
償
ハ
サ
ル
ト
キ

ノ
補
足
」
の
た
め
に
備
え
置
く
も
の
と
さ
れ
、
経
済
上
の
便
宜
に

よ
っ
て
は
そ
の
幾
分
を
株
券
・
公
債
証
書
・
大
蔵
省
証
券
に
換
置
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
基
金
経
済
上
の
便
宜
の
た
め
に
限

り
、
御
資
部
よ
り
繰
替
借
を
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
基
金
の
設
置
は
す
で
に
見
た
よ
う
な
御
料
鉱
山
の

拡
張
、
あ
る
い
は
創
業
期
の
新
設
御
料
地
の
購
入
な
ど
に
よ
っ
て
生

じ
た
多
額
の
支
出
と
い
う
、
品
川
が
就
任
し
て
以
来
の
御
料
地
経
済

が
実
際
に
直
面
し
た
問
題
に
密
接
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
基
金
の
設
置
は
、
御
料
地
の
創
業
に
か
か
る
出
費
を
あ
る
程
度

や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
な
が
ら
も
、
御
料
局
の
体
質
を
定
額
移

入
金
に
頼
ら
な
い
健
全
な
も
の
に
す
る
た
め
の
折
衷
的
措
置
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（印）

明
治
二
四
年
三
月
二
四
日
、
皇
室
会
計
法
が
制
定
さ
れ
た
。
皇
室

経
済
会
議
で
議
決
さ
れ
た
修
正
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
形
で
あ
っ

た。

お
わ
り
に

明
治
二
四
年
皇
室
会
計
法
の
制
定
過
程
に
お
け
る
「
御
料
部
会
計

ノ
部
」
の
全
章
修
正
は
、
品
川
御
料
局
長
に
よ
る
御
料
地
経
営
が
招

い
た
赤
字
体
質
改
善
の
必
要
性
が
、
皇
室
経
済
会
議
内
で
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
っ
た
。
品
川
と
、
伊
藤
や
宮
内
省

幹
部
な
ど
皇
室
経
済
会
議
の
他
の
構
成
員
と
は
、
御
料
部
会
計
の
あ

り
方
を
め
ぐ
っ
て
異
な
る
立
場
を
示
し
て
い
た
が
、
こ
の
立
場
の
違

い
は
皇
室
所
有
地
た
る
御
料
地
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
の
認
識
の
相
違
で
も
あ
っ
た
。
以
下
で
は
こ
の
問
題
に
触

れ
つ
つ
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

御
料
地
は
、
そ
の
設
立
の
経
緯
よ
り
し
て
あ
く
ま
で
皇
室
の
経
済

基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
い
ず
れ
御

料
地
事
業
収
益
を
皇
室
の
財
源
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
成
長
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
ま

ず
何
を
と
る
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
品
川
と
彼
以
外
の
皇
室
経
済

会
議
構
成
員
と
で
は
大
き
な
認
識
の
相
違
が
あ
っ
た
。

品
川
は
、
皇
室
の
経
済
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
御
料
地
の

創
業
期
に
潤
沢
な
資
金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、
鉱
山
や
山
林
に
お
け
る
事

業
拡
大
そ
の
も
の
へ
の
志
向
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
た
め

に
は
一
時
的
な
外
部
資
金
へ
の
依
存
も
や
む
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
伊
藤
や
宮
内
省
幹
部
ら
皇
室
経
済
会
議
構
成
員
は
、
創
業

期
と
い
え
ど
も
御
料
部
が
御
料
地
収
入
だ
け
で
存
立
し
う
る
よ
う
に

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
も
創
業
期
ゆ
え
の
支

出
の
や
む
な
き
は
心
得
て
い
た
が
、
御
料
部
が
御
料
地
収
入
だ
け
で

は
成
り
立
た
ず
、
外
部
か
ら
の
資
金
に
頼
る
体
質
が
固
定
化
す
る
こ
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と
は
望
ま
し
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
対
立
は
、
伊
藤
ら
の
意
向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
た
皇
室
会
計

法
が
制
定
さ
れ
る
と
い
う
形
で
局
を
結
ぶ
。
た
だ
、
こ
の
時
点
で
は

依
然
と
し
て
御
料
部
が
動
産
を
管
理
で
き
る
体
制
は
残
っ
た
ま
ま
で

あ
り
、
妥
協
的
な
側
面
も
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
問
題
は
、

そ
の
後
の
過
程
で
も
た
び
た
び
浮
上
す
る
。

一
三
年
四
月
、
内
蔵
頭
の
渡
辺
千
秋
は
、
当
時
首
相
で
あ
っ
た
伊

藤
に
「
総
提
」
以
下
六
項
目
に
及
ぶ
皇
室
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見

書
を
提
出
す
る
。
そ
こ
で
渡
辺
は
、
皇
室
財
産
管
理
に
お
い
て
御
料

部
・
御
資
部
と
い
う
こ
つ
の
会
計
主
管
が
存
在
し
、
両
部
と
も
に
動

産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
の
弊
害
を
説
き
、
内
蔵
頭
に
会
計
主
管
を

統
一
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
「
皇
室
会
計
経
済
ノ

事
」
の
な
か
で
、
渡
辺
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

御
資
部
ハ
軍
事
公
債
買
入
或
ハ
株
式
払
込
ニ
対
シ
他
ヨ
リ
負
債

ヲ
起
ス
モ
、
御
料
部
ハ
御
資
部
ニ
存
有
ス
ル
鉱
山
売
却
金
其
他

ノ
有
価
証
券
ヲ
御
料
部
基
金
ト
唱
へ
、
之
ヲ
管
理
シ
其
利
子
配

当
ハ
御
資
部
ニ
納
入
セ
ズ
シ
テ
阿
部
ノ
歳
入
ニ
加
フ
ル
モ
ノ
ナ

レ
パ
、
却
テ
縛
々
余
裕
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
、
之
ヲ
換
言
ス
レ
パ

御
資
部
ハ
年
々
御
料
部
ヨ
リ
収
利
ヲ
蔵
ム
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
、

却
テ
御
料
部
ニ
御
資
ヲ
割
譲
ス
ル
ノ
事
実
ヲ
生
ゼ
リ
。

こ
れ
を
見
る
と
、
基
金
会
計
は
御
料
部
の
赤
字
体
質
を
改
善
し
、

御
料
部
単
独
で
収
支
を
賄
う
会
計
部
局
と
し
て
機
能
し
た
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
御
料
部
の
動
産
囲
い
込
み
を
促
進
す
る
結
果
を
招
い
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
四
年
会
計
法
は
法
文

上
も
実
際
の
運
用
の
な
か
で
も
、
御
料
部
に
か
な
り
の
程
度
妥
協
し

た
も
の
だ
っ
た
。

渡
辺
の
主
張
は
、
同
年
一
一
一
月
二
二
日
に
改
正
さ
れ
た
皇
室
会
計

（幻）

法
に
大
き
く
反
映
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
同
法
最
大
の
改
正
点
が
、

御
料
部
を
特
別
会
計
と
し
て
独
立
し
た
事
業
会
計
と
し
、
現
金
出
納

を
内
蔵
頭
に
統
一
し
た
点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
た

だ
し
、
渡
辺
は
意
見
書
で
御
料
部
会
計
も
内
蔵
頭
の
管
理
下
に
置
く

こ
と
を
主
張
し
て
い
た
が
、
御
料
部
は
依
然
と
し
て
御
料
局
長
の
管

理
下
に
置
か
れ
た
。

三
七
年
、
品
川
の
後
任
と
し
て
長
ら
く
御
料
局
長
の
席
に
あ
っ
た

岩
村
通
俊
の
死
に
伴
い
、
内
蔵
頭
の
渡
辺
が
御
料
局
長
を
兼
任
す

る
。
渡
辺
は
、
制
度
面
で
の
会
計
主
管
統
一
を
目
指
し
て
果
た
せ
な

か
っ
た
が
、
自
ら
が
御
料
局
長
を
兼
任
す
る
こ
と
で
人
的
に
そ
の
目

的
を
果
た
す
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
四
年
皇
室
会
計
法
の
制
定
過
程
で
浮
上
し
た
問

題
は
、
そ
の
後
長
ら
く
懸
案
と
し
て
た
び
た
び
議
論
の
姐
上
に
載
せ

ら
れ
な
が
ら
も
、
明
治
後
期
ま
で
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い
た
背
景
を
考
え
る
に
は
、
御
料

部
主
管
者
た
る
御
料
局
長
と
御
資
部
・
常
用
部
主
管
者
た
る
内
蔵
頭

の
政
治
力
学
、
あ
る
い
は
彼
ら
を
取
り
巻
く
政
治
的
な
環
境
を
も
考
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察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

＋＋ム（l
）
本
稿
で
「
（
明
治
）
二
四
年
の
」
と
断
る
の
は
、
皇
室
会
計
法
は
そ
の
後

少
な
く
と
も
三
回
改
正
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
川
田
敬
一
「
近
代
日
本

の
国
家
形
成
と
皇
室
財
産
』
原
書
房
、
二

O
O
一
年
、
第
七
章
）
。
一
回
目
は

明
治
二
六
年
、
二
回
目
は
＝
二
年
、
三
回
目
は
三
二
年
で
あ
る
。

（2
）
島
善
高
「
明
治
二
十
四
年
の
皇
室
会
計
法
に
つ
い
て
」
（
『
早
稲
田
人
文

自
然
科
学
研
究
』
四
六
、
一
九
九
四
年
）
、
前
掲
註
（
l
）
川
田
書
。
両
氏
と
も

に
未
刊
行
の
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
皇
室
財
政
沿
革
記
』
を
使
用
し
、
法
文

の
紹
介
・
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。

（3
）
前
掲
註
（
l
）
川
図
書
、
一
五
六
頁
。

（4
）
帝
室
会
計
法
で
は
当
初
「
御
料
産
部
」
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、

二
一
年
五
月
制
定
の
御
料
部
会
計
規
則
以
降
、
御
料
産
部
は
御
料
部
と
改
称

さ
れ
た
。

（5
）
伊
藤
博
文
文
書
研
究
会
監
修
、
檎
山
幸
夫
ほ
か
編
『
伊
藤
博
文
文
書

第
八
六
巻
秘
書
類
纂
帝
室
一
二
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二

O
二
二
年
）
一
一
九

頁。
（6
）
前
掲
註
（
1
）
川
図
書
、
一
六
三
頁
。

（7
）
黒
田
久
太
『
天
皇
家
の
財
産
』
（
一
二
一
書
房
、
一
九
六
六
年
）
一
一
一

1
一

三
頁
、
前
掲
註
（
l
）
川
田
書
第
四
章
第
一
節
。

（8
）
「
皇
室
財
産
設
定
論
」
に
関
し
て
は
前
掲
註
（
1
）
川
田
書
、
前
掲
註
（
7
）

黒
図
書
の
ほ
か
、
鈴
木
正
幸
「
皇
室
財
産
論
考
（
上
）
・
（
下
）
」
（
『
新
し
い
歴

史
学
の
た
め
に
』
二

0
0
・二

O
て
一
九
九
O
年
）
、
同
『
皇
室
制
度
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
に
よ
り
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（9
）
坂
本
一
登
『
伊
藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成
｜
「
宮
中
」
の
制
度
化
と
立

憲
制
の
導
入

l
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
一
三
五
頁
。

（
叩
）
帝
室
林
野
局
編
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』
（
帝
室
林
野
局
、
一
九
三
九

年
）
二
人
O
頁。

（
日
）
前
掲
註
（
l
）
川
田
書
、
一
四
九
頁
。

（
ロ
）
帝
室
会
計
法
に
関
す
る
記
述
は
、
前
掲
註
（
2
）
の
両
研
究
を
参
照
。

（
日
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
経
済
会
議
録
」
（
明
治
二
四
年
、
請
求
記
号
一
一
一

七
四
二
。
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
本
段
落
内
の
引
用
は
右
史
料
に
拠
る
も
の

と
す
る
。
経
費
定
額
取
調
委
員
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
不
明
だ
が
、
右

「
経
済
会
議
録
」
で
内
蔵
頭
の
杉
孫
七
郎
が
同
委
員
長
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
か
ら
、
宮
内
省
内
に
設
け
ら
れ
た
皇
室
経
済
に
関
す
る
調
査
機
関
と
考
え

ら
れ
る
。

（
凶
）
臨
時
帝
室
制
度
取
調
局
は
二
一
年
五
月
三
一
日
宮
内
省
内
に
設
置
さ
れ

た
皇
室
制
度
全
般
の
調
査
機
関
で
あ
る
（
宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
、
七
九
i
八
一
頁
）
0

（
日
）
川
田
氏
は
「
臨
時
帝
室
制
度
取
調
局
（
二
十
一
年
五
月
設
置
）
に
会
計

法
を
審
議
す
べ
き
と
の
命
が
下
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
延
期
に
な
り
結
局
審
議

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
（
前
掲
註
（
l
）
川
田
書
、
一
五
六
頁
）
と
し
て
い

る
が
、
経
費
定
額
取
調
委
員
長
の
杉
孫
七
郎
に
よ
れ
ば
、
「
昨
年
十
月
皇
室
会

計
法
改
正
按
ヲ
以
テ
経
費
定
額
取
調
委
員
ノ
議
ニ
付
セ
ラ
レ
候
ニ
付
、
審
議

修
正
ノ
上
十
二
月
ニ
至
リ
上
呈
仕
候
処
、
帝
室
制
度
取
調
局
ニ
諮
詞
セ
ラ
レ
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候
末
、
同
局
意
見
有
之
候
為
メ
ニ
廿
三
年
度
ヨ
リ
施
行
ノ
取
運
難
相
成
中
止

相
成
居
候
」
（
「
経
済
会
議
録
」
明
治
二
四
年
）
と
、
実
質
的
な
審
議
か
否
か

は
不
明
だ
が
、
意
見
の
交
換
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
凶
）
明
治
二
＝
一
年
一

O
月
一
八
日
付
三
条
実
美
宛
土
方
久
元
害
筒
（
国
立
国

会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
三
条
家
文
書
」
三
九
｜
一
二
六
｜
三
。
同
書
簡

に
添
付
さ
れ
て
い
る
草
案
は
、
『
伊
藤
博
文
文
書
第
八
六
巻
秘
書
類
纂

帝
室
三
』
一
四
一
一
一

1
一
ム
ハ
一
頁
の
「
皇
室
会
計
法
」
草
案
と
同
文
で
あ
る
。

「
経
済
会
議
録
」
（
明
治
二
四
年
）
で
、
一

O
月
九
日
付
土
方
宛
杉
上
呈
書
の

後
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
「
皇
室
会
計
法
」
は
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
経
済
会

議
修
正
後
の
も
の
で
あ
る
。

（
げ
）
規
定
全
文
は
『
伊
藤
博
文
文
書
第
八
七
巻
秘
書
類
纂
帝
室
四
』

一
O
一
1
一
O
七
頁
に
あ
る
。
ほ
ぽ
同
文
の
も
の
が
松
方
峰
雄
ほ
か
編
『
松

方
正
義
関
係
文
書
』
六
巻
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）

二二二一
1
二
二
六
頁
に
も
あ
る
。

（
時
）
『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
、
二
四
O
頁。

（
川
口
）
同
右
、
三
二
六
頁
。

（
初
）
『
伊
藤
博
文
文
書
第
八
七
巻
秘
書
類
纂
帝
室
四
』
九
三
頁
。

（
幻
）
前
掲
註
（
l
）
川
田
書
、
一
三
六
頁
、
前
掲
註
（
2
）
島
論
文
、
一
九
頁
。

（
勾
）
前
掲
註
（
1
）
川
白
書
、
二
ハ
一
頁
。

（
お
）
同
右
、
一
六
＝
一
頁
。

（
μ
）
同
右
、
一
六
四
頁
。

（
お
）
明
治
（
二
三
）
年
一
一
月
一
一
一
一
一
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
佐
々
一
木
陽
太
郎
書

簡
（
尚
友
倶
楽
部
品
川
弥
二
郎
関
係
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
品
川
弥
二
郎
関

係
文
書
』
第
四
巻
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
二
八
1
一一一一頁。

（
お
）
明
治
二
二
年
七
月
二
三
日
改
定
の
宮
内
省
官
制
に
よ
れ
ば
、
主
事
は
御

料
局
長
の
も
と
に
置
か
れ
、
「
局
務
ヲ
掌
理
ス
」
る
官
で
あ
る
（
『
帝
室
林
野

局
五
十
年
史
』
一
二
頁
）
。

（
幻
）
前
掲
註
（
お
）
書
簡
、
二
八
頁
。

（
お
）
同
右
、
二
八
1
二
九
頁
。

（mm
）
『
皇
室
財
政
沿
革
記
』
第
八
巻
。

（
初
）
同
右
。

（
訂
）
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』
九
五
二
頁
。

（
辺
）
「
御
資
部
ヨ
リ
御
料
部
へ
移
入
金
額
改
定
ノ
儀
達
写
」
（
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
「
御
資
会
計
録
」
明
治
二
三
年
、
請
求
記
号
二
三
九
二

O
）。

（
お
）
帝
室
会
計
法
第
二
条
（
第
三
章
参
照
）
o

た
だ
し
、
い
っ
た
ん
内
蔵
頭
に

納
付
す
る
も
の
と
し
、
直
ち
に
歳
出
に
移
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

制
限
は
あ
っ
た
（
第
十
七
条
「
各
部
局
ニ
於
テ
ハ
収
入
金
ヲ
以
テ
直
ニ
支
出

金
ニ
移
用
ス
ル
寸
ヲ
得
ス
」
）
。

（
鈍
）
こ
の
点
は
、
す
で
に
拙
稿
「
明
治
二

0
年
代
に
お
け
る
皇
室
財
産
運
営

の
特
徴
及
び
そ
の
変
容
｜
御
料
鉱
山
を
素
材
と
し
て
｜
」
（
『
史
林
』
九
七

｜
五
、
二
O
一
四
年
）
で
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
お
）
品
川
は
明
治
二
二
年
五
月
一
一
一
一
日
に
御
料
局
長
に
就
任
し
（
『
官
報
』
第

一
七
五
九
号
。
以
下
、
人
事
に
関
す
る
記
述
で
特
に
断
ら
な
い
と
き
は
『
官

報
』
に
拠
る
も
の
と
す
る
）
、
二
四
年
六
月
二
日
に
内
務
大
臣
に
転
任
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
転
任
時
に
は
御
料
局
長
に
執
着
の
あ
る
品
川
が
兼
任
を
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
失
践
す
る
と
い
う
騒
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

（
お
）
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』
八
三
六
頁
。

（
幻
）
前
掲
註
（
犯
）
池
田
論
文
。
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（
お
）
第
五
条
。

（
お
）
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』
九
五
五
頁
。

（
ω）
明
治
（
二
三
）
年
二
月
一
九
日
付
杉
孫
七
郎
宛
品
川
弥
二
郎
書
簡
（
国

立
国
会
図
書
館
寄
託
「
杉
孫
七
郎
関
係
文
書
」
四

O
l九）
0

（
位
）
同
右
。

（
必
）
「
御
料
産
部
ヘ
繰
替
貸
ノ
件
」
（
「
御
資
会
計
録
」
明
治
二
三
年
）
。

（
円
相
）
『
皇
室
財
政
沿
革
記
』
。

（
仏
）
前
掲
註
（
お
）
書
簡
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
本
段
落
内
の
引
用
は

こ
の
史
料
に
拠
る
も
の
と
す
る
。

（
必
）
長
州
藩
撫
育
方
と
は
、
宝
暦
二
ニ
（
一
七
七
三
）
年
に
設
け
ら
れ
た
長

州
藩
の
備
荒
貯
蓄
機
関
で
あ
り
、
非
常
時
に
領
民
を
救
済
す
る
慈
善
事
業
機

関
同
様
の
機
能
も
有
し
て
い
た
。
星
原
大
輔
氏
は
こ
の
撫
育
方
が
御
料
局
創

設
の
際
に
援
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
皇
室
財
産
設
定
の
目
的
が
国
民
を
「
撫

育
」
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
星
原
大
輔
「
御
料
局
と
長
州
藩

撫
育
方
｜
明
治
皇
室
財
産
の
一
考
察
」
『
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
』
一
一
、
二

0
0
五
年
）
。
し
か
し
、
同
氏
が
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
使
用
し
た
初
代
御

料
局
長
官
肥
田
浜
五
郎
の
皇
室
財
産
設
定
の
建
議
書
に
は
、
撫
育
方
の
「
歳

入
引
分
ケ
ノ
制
」
（
日
本
大
学
大
学
史
編
纂
室
編
『
山
田
伯
爵
家
文
書
巻
一

七
・
一
八
・
一
九
・
二

O
』
日
本
大
学
、
一
九
九
二
年
、
三
O
九
1
一一一一一一

頁
）
を
援
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
り
、
星
原
氏
が

い
う
よ
う
に
社
会
福
祉
や
慈
善
事
業
的
性
格
ま
で
付
与
し
よ
う
と
し
て
い
た

と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
検
討
す
る
つ
も

り
で
あ
る
。

（
必
）
『
伊
藤
博
文
文
書

第
八
六
巻

秘
書
類
纂

帝
室
三
』

一
二
四
頁
。

（
幻
）
同
右
、
一
二
三
1
一
二
五
頁
。

（
必
）
同
右
、
一
一
一
一
一

1
一
二
三
頁
。

（
必
）
同
右
、
一
二
五
頁
。
た
だ
し
、
そ
の
返
一
民
は
次
年
度
に
渉
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
さ
れ
た
が
、
用
途
の
性
質
に
よ
っ
て
は
年
期
を
定
め
て
返
戻
す
る

こ
と
は
で
き
た
。

（
印
）
前
掲
註
（
日
）
「
経
済
会
議
録
」
明
治
二
四
年
。

（
日
）
前
掲
註
（
鈎
）
池
田
論
文
。

（
臼
）
「
皇
室
会
計
経
済
ノ
事
」
（
伊
藤
博
文
編
『
秘
書
類
纂
雑
纂
こ
原
書

一
房
、
一
九
七
O
年
）
一
八
0
1
六
O
八
頁
。

（
臼
）
大
日
本
山
林
会
林
業
文
献
セ
ン
タ
ー
所
蔵
『
御
料
局
処
務
要
録
』
五
九

四
1
六
O
八
頁
。
（
い
け
だ
・
さ
な
え
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